
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業改善のポイント 

○日常の事象と図形の定義を関連付けながら考えた

り，説明したりする活動を設けることが大切です。 

○地図上から平行四辺形を見いだすためには，「向かい

合う２辺がそれぞれ平行である」という定義を用い

る必要があることに気付かせましょう。 

 

   と    に囲まれたところです。 

どうしてかというと，道路イ，ウと道路エ，カが平行になっていて， 

平行四辺形は向かい合う２辺がそれぞれ平行な図形だからです。 

校内研修の手引き 

 

 

させる 

させる 

◇図形の面積・合同な図形：＜問題作成の意図＞ 

 普段の授業では，理想化された図形や必要な情報のみを示して考えさせることが多いです。

そのため，情報過多の場面では，自ら問題解決に必要な情報を取り出して考えることに困難

を要する児童が多くみられます。 

この問題は，地図上から平行四辺形を見いだし，その性質を活用して合同な図形をかくこ

とができるか，底辺と高さを的確にとらえて面積を求めることができるかを問うことで，必

要な情報を取り出し，活用する力がどの程度身に付いているかをみるために作成しました。 

 日常の事象と図形の定義を関連付けて説明させる 

第５学年 算数 

どこに平行四辺形がありますか。また，どう

して平行四辺形といえるのですか。 



○地図上に複数の情報がある場合には，必
要な情報を取り出すことが大切になりま
す。 

○平行四辺形の面積を求めるためには，底
辺と高さを見いだす必要があります。そ
れらが垂直な関係になっていることに着
目させ，必要な長さをとらえさせましょ
う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ 28ｍが高さになるのですか。 

中央公園の面積は，地図の中にある長さを使っ

て，70×35 で求められそうですね。 

70×35＝2450 2450 ㎡になると思います。 

 

誤りを指摘させ，正しい情報を取り出して面積を求めさせる 

70×35 では，求められません。 

○合同な図形を作図するためには，対応する辺や角を

見つけることが大切です。 

○平行四辺形の性質（向かい合う辺の長さ，角の大き

さはそれぞれ等しい）と合同な三角形の性質（対応

する辺の長さ，角の大きさが等しい）を関連付けな

がら，作図に必要な情報をとらえさせましょう。 

 

オ 

A 広場と B 広場を囲む形は，道路イ，ウと道路オ，カがそれぞ

れ平行だから，平行四辺形です。平行四辺形の向かい合う辺の長

さや角の大きさは，それぞれ等しい性質を使いました。 

私は，合同な図形の対応する辺の長さや角の大きさが，それぞれ

等しい性質を使いました。 

図形の性質を関連付けて，作図させる 

B 広場の底辺とその右どなりの辺の長さ，それらの間の角を求めましょう。 

底辺は 60m，右どなりの辺は 30m，それらの間の角は 120°です。 

中央公園は平行四辺形になっていて，平行四辺形の面積は「底辺×高さ」で

求めるから，70×28＝1960 1960 ㎡になります。 

 

どのようにして求めたのですか。 

イ ウ 

カ 

どうしてですか？ 

70ｍを底辺としたときに，それと垂直に交わっているからです。 


